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1. はじめに

アスベストは柔軟性、保温性など多くの鍾れた性震を持つ蹴住物質であり、建材をはじめ娼広い製品に使

用されてきた。しかし、アスベストはその繊維の細さゆえに様々な疾患を誘発することから、アスベストを

扱う労働者への粉じん曝露および一般環境大気中における非職業的曝露の危険性が魅念されるようになった。

1945年から2006年の国内へのアスベスト輸入積算量はおよそ1.000万トンであり、これまでにも使用済み

となり廃棄物として排出されてきたが、今後はその量や種類が増えてくる可能性がある。アスベスト含有建

材をどのように処理するかによって作業員や近隣住民が被るリスクの大きさも変わってくると考えられ、対

策によるリスクの違いを定量的に把握することも重要である。吹付けアスベストに対しては多くの対策事例

や飛散実態に関する知見があるが、飛散性が低いとされるアスベスト成形板については今後の研究・調査の

蓄積が期待されているところである。そこで、アスベスト含有建材を扱う作業における飛散実態を知ること

を目的に、建物解体時の石綿濃度調査を行った。

2. 研究方法

本研究では、京都大学法経済学部北館および北九州市の事業所Aで建材撤去作業中の石綿濃度を測定した。

2. 1京都大学法経済学部北館

対象建物の設計図書より、使用建材の一覧を参照し、石綿含有の可能性のある建材6種を特定した。これ

ら建材 6種を採取し、石綿の定性・定量分析に供した。分析方法は、「石綿に係る特定粉じんの濃度の瀕定

方法J(平成元年12丹2713，環境宇告示第93号)診に準拠した。石綿含有と判断された建材は3種類であり

(表 1)、これらが使用された部屋のうち、測定対象とする部屋を表2のように選んだ。なお、ピニノレアスベ

ストタイルは分析上石綿合無で、あったが、この建材を含む部屋も測定対象とした。これは、このような境ピ

系タイルには表面およひ漂着剤にのみアスベストが極少量使われており、分析対象とする試料の採取箇所に

よって今回は含宥無となった可能性があること、そして名称に「アスベストJとあることによる。測定は作

業前・中・後に行った。また、作業員にアスベストサンプラーを装着して作業をしてもらい、個人曝露測定

をした。さらに、敷地境界ならびに、壁を接する建物の通常業務の部屋でも測定した。

2. 2畏関建築物(事業所付

対象建物の設計図書より、ケイ酸カルシウム板第1種の使用が確認された。この建材を使用している部崖

のうち、 2階面会室、西執務室より試料を採取して分析した結果、面会室でクリソタイル2.側、アモサイト

O. 1弘、西執務室でクリソタイノレ1.5弘、アモサイト 2.0%であった。この結果を踏まえ、面会室での測定を行う

こととし、作業環境測定のA測定および3測定の種類、そして個人曝露測定を実施した。 A測定点は、富会

室内の 5点を設定した。また、 8測定点は、発散源とともに労織者が移動しながら行う作業や有害物質を発

散するおそれのある装置、設備等の近くで行う作業で実施することが必要な測定方法であるため、気中濃度

が最大となると考えられる作業位置および時間に行った。さらに、ここでも作業員への直接的な影響を見る

ため、個人曝露測定を行った。
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表1:法経済学部ヰ織で使用されていた建材の石綿含有分析結果

定性分析結果 若綿含有判定
定議分析
結果

No. 建材名 X線閤折分析法 分散染色法
石綿 石綿 石綿含有率

石綿有無 石綿種類 石綿有無 石綿種類 有無 権類 (%) 

ソリッドピニJレタイJレ 無 一 無 一 無 一
2 ピニルアスベストタイル 無 無 一 無 一 一
3 吸音テックス 無 無 一 無 一
4 有孔フレキシブJレボード 有 Chr 有 Chr 有 Chr 4.4 

5 有孔軽量アスベストボード
有 Chr 有 Chr 有 Chr 0.59 

有 Amo 有 Amo 者 Amo 19 

6 フレキシブルボード 有 Chr 有 Chr 有 Chr 4.4 
※Chr:クリソタイル、Amo:アモサイト

表2:法経済学部ヰ櫛における測定対象の部屋と使用建材の種類・場所

部盛名 面積(m2) 使用建材・簡所

地下1階ボイラ一員控室 28 
有孔フレキシブノレボード 壁

有孔軽量アスベストボード天井

1階男子トイレ 12 フレキシブノレボード 天井

2階国際法政文献資料センター 28 ピニノレアスベストタイル 床

3.結果

3. 1京都大学法経済学部北館

ボイラ一員控室、男子トイレ、国際法政文献資料センターの測定結果を、表3，4，5に示した。

ボ、イラ一員控室の作業前の室内濃度は3.7fILであり、一般環境中の濃度よりも 10倍程度高い値で、あった

(表3)。石綿含存率の高い有孔軽量アスベストボードが使用されていることや、天井と壁の両方に含有建材

が使用されていることが原因と考えられる。撤去作業中の室内濃度は平均で 1，400紅 4であり、作業環境に

おける管理濃度150fILの 10倍弱で、あった。また、清掃・片付け中の濃度は撤去中に詑ベて3倍程度高く、

平均で 3，700抗」で、あった。これは、一度床に落ちた石綿鰯維が袋詰めや清掃の段階で再飛散したことが原

因と考えられた。これらの濃度は、吹付け石綿の除去工事時と同程度のレベルであり、成形板を対象とする

作業であっても、リスク上昇の可能性が十分にあると考えられる結果である。ボイラ一員控室の入口や地下

1階フロア、そしてフロアの入口でもパックグラウンドよりも濃度が上昇していた(表的。作業中は道具の

出し入れ等で部屋入口の扉をあけることがしばしばあり、その際に室外に石綿繊維が飛散したことによるも

のと思われる。そして、合有建材がほぼ取り除かれ、清掃もなされたにもかかわらず作業後のボ、イラー員控

室の濃度は作業前と向レベルの3.9抗dであり、一般環境中濃度よりも高かった。建材と骨材との接合部や空

気中に残存した鱗生によるものと推滅される。個人曝露測定は、撤去中と渚掃・片付け中共に作業環境濃度

に比べてやや高い値となった。

男子トイレの作業前の濃度は0.5fILと一般環境とほぼ同じレベルで、あった(表4)。撤去中の濃度は80抗」

であり、ボイラ一員控室のそれと比べると低かった。建材の使用部位が天井のみであることやフレキシブル

ボードの石綿含有率が4.4%と低かったことが理由と考えられる。清掃・片付け中の濃度は撤去中よりも低く、

ボイラー員控室での関係と逆転していた。明確な理由は不明だが、清掃時の散水量の違いや、袋詰めすべき

建材の量が少なかったことで建材を手で扱う動作を少なくでき、再飛散を抑えることができたこと等が推測

される。作業後の男子トイレ室内濃度は0.5紅Jとなり、やはり一般環境中濃度と需レベルに下がった。個人
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曝露測定は撤去中の個人曝露濃度が作業環境濃度をすべて下回り、その内の一人は定量下F副産以下という結
果で、あった。一方、清捕・片付け中で、はすべて作業環境濃度を上回った。

国際法政文献資料センター室内の測定結果は、作業前・中・後を通じて定量下F畏f度以下で、あった(表 5)。

個人曝露測定は、作業室内環境課H定同様こちらも定量下F尉産以下で、あった。この部屋に使われたピニノレアス

ベストタイノレは定性・定量分析で石綿含有無しとされており、これを反映した結果といえる。

敷地境界の濃度は、ボイラ一員控室での撤去中および清掃中に0.1"-'0.4紅d で、あった他は、定量下限値以

下であり、いずれも敷地境界基準 10fILを下回っていたO また、通常業務の部屋はいずれも定量下限値以下

で、あった。

表3:作業室内環境誕定結瓢ポイラ}員控笛

測定地点
アスベスト議麗(flし)

作議前
撤去中 溝橋中

作業後
地点名 地点番号 Chr Amo i 合計 Chr Amo 合計

室内(実) ① 42 1.058 1.100 90 3.910 4.000 

室内(中央) ② 3.7 69 2，131 2，200 48 3，452 3，500 3.9 

室内(入口付近) ③ 11 849 860 133 3，467 3，600 

作業環境 室内(平均) 40 1，346 1，387 91 3，609 3，700 

部屋入口 ④ 3 25 28 9 121 130 

フロア ⑤ く0.5 2 11 13 3 107 110 1.2 

フロア入口 ⑥ 4 9 13 

偶人E暴露 43 1，584 1，627 84 3，583 3，667 

敷地境界 ⑮、⑮ く0.3 0.1 0.3 0.4 0.1 0.3 0.4 く0.3

表4:作業室内環境誤!陀結果〈男子トイレ〉

アスベスト議度(flし}
溺定地点

撤去中 清掃中
作業前 作業後

地点名 地点番号 Chr Amo 合計 Chr Amo 合計

室内 ⑦ 0.5 80 。 80 37 。 37 0.5 

作業環境 部屋入口 ⑧ 5 。 5 5 。 5 

フロア ⑨ く0.5 く0.9 4 。 4 2 

通常業務の 法経済学部図書館室内 @ く0.6 く0.6 く0.6 <0.8 く0.8 く0.8

部屋 職員休憩室入口 ⑪ <0.6 く0.6 く0.6 く0.8 く0.8 く0.8

傭人Z暴露 29 。 29 156 。 156 

敷地境界 ⑩、⑮ く0.3 く0.2 く0.2 く0.2 く0.2 く0.2 く0.2 く0.3

表5:作業室内環境讃淀結果鯛捺法政文献資料センタ-)

溺定地点
アスベスト濃度加し}

作議前
撤去中 清掃中

作業後
地点名 地点餐号 Chr Amo 合計 Chr Amo 合計

室内(南側) ⑩ く0.5 く10 く10 く0.5

室内(北側) ⑪ く10 く10

作業環境 室内(平均) く10 く10

入口 ⑫ く0.9 。
フロア ⑬ く0.5 く0.9 く0.9 1.2 

通常業務の 法経済学部関番館室内 ⑬ 四 <0.9 く0.9 く0.9 く0.8 く0.8 く0.8 叩

部屋 事務室入口 ⑮ く0.9 く0.9 く0.9 く0.7 く0.7 く0.7

個人爆欝 く20 く20

敷地境界 ⑮、⑮ く0.3 く0.2 く0.2 く0.2 く0.2 く0.2 く0.2 く0.3
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3. 2畏間建築物(事業所A)

民関建築物の作業室内環境測定結果を表6に示した。撤去前の濃度(パックグラウンド)は定最下F長値以

下で、あった。なお、撤去前のサンプリング時間を十分に確保で、きなかったため、定量下限が高し可直となって

いる。撤去中濃度はA測定で吹付けアスベストのそれと間レベルで、あり、飛散性が非常に高かった。

個人曝露測定結果(表 7)は、個人1、2のいずれも、吹付けアスベストの除去工事時に匹敵するレベル

となり、非常に高い濃度で、あった。また、作業環境濃度に比べて今回の偲人曝露濃度は8，-....，10倍程度と京都

大学での調査のそれよりも億の開きが非常に大きくなった。
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表7:鱈人礎暴露測定結果

鏑人① i 髄人②

14:08-15:08 I 15:08-16:08 

①調会室壁+②部下壁撤去|②部下壁撤去+③面会室廊下側壁撤去

7.412 8，791 

4. 結論

京都大学法経済学部北舘でのアスベスト含有建材の撤去作業において、作業環境澱定と錦人曝露祷定を行

った。特に鰯雄飛散が大きかったボイラ一員控童では、撤去時の濃度が最高で4，000fIL、平均で3，700鈍Jと

高濃度で、あった。また、個人曝露濃度は作業環境濃度に比べて高い傾向にあった。

観辞本研究は、平成22年度環境省・循環型社会形成推進科学研究費補助金 (K22039)により行われた。予

こに議躍を表します。
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